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1　一噌流笛方能楽師・島田巳久馬の経歴について

一
噌
流
笛
方
能
楽
師
・
島
田
巳
久
馬
の
経
歴
に
つ
い
て

森　

田　

都　

紀

　

は
じ
め
に

島
田
巳
久
馬（
一
八
八
九
～
一
九
五
四
）は
大
正
・
昭
和
期
に
活
躍
し
た
能
楽
笛
方
の
能
楽
師
で
あ
る
。
熊
本
県
で
生
ま
れ
、
笛
方
一
噌

流
の
正
木
利
三
郎
に
入
門
し
た
が
、
明
治
四
十
四
年（
一
九
一
一
）に
十
代
で
上
京
し
た
。
上
京
後
は
一
噌
流
十
二
世
一
噌
又
六
郎
に
師
事

し
、
一
噌
流
の
笛
方
と
し
て
活
動
し
た
。
十
三
世
宗
家
一
噌
鍈
二
の
戦
死
に
よ
り
、
昭
和
二
十
三
年（
一
九
四
八
）か
ら
亡
く
な
る
ま
で
の

あ
い
だ
一
噌
流
宗
家
代
理
を
務
め
た
。
第
二
次
大
戦
前
後
の
激
動
の
時
期
に
流
儀
の
発
展
と
継
承
に
尽
力
し
た
重
要
な
人
物
で
あ
る
が
、

活
動
の
詳
細
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
で
は
な
い
。
そ
こ
で
本
論
文
で
は
、
平
成
三
十
年（
二
〇
一
八
）度
に
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
蔵
と
な
っ

た
島
田
巳
久
馬
旧
蔵
資
料i
を
も
と
に
、『
能
楽
』『
謡
曲
界
』『
能
楽
画
報
』
等
の
能
楽
関
連
雑
誌
の
記
事
や
能
番
組
、
さ
ら
に
「
能
楽
タ

イ
ム
ズ
上
演
デ
ー
タ
ベ
ー
スii
」「
現
代
能
狂
言
上
演
記
録
デ
ー
タ
ベ
ー
スiii
」
等
も
参
照
し
な
が
ら
、
島
田
の
経
歴
を
紐
解
い
て
み
た
い
。
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一
、
熊
本
に
お
け
る
活
動

島
田
は
明
治
二
十
二
年（
一
八
八
九
）に
生
ま
れ
た
。
島
田
に
よ
る
回
顧
録
「
蒔
絵
を
棄
て

iゝv
」
に
よ
れ
ば
、
島
田
家
は
細
川
家
の
旧

家
臣
で
、
父
は
私
塾
を
営
み
、
兄
は
そ
こ
で
教
師
を
し
て
い
た
。
父
と
兄
が
喜
多
流
の
謡
を
嗜
ん
で
い
た
影
響
で
、
島
田
も
喜
多
流
の
謡

と
仕
舞
を
シ
テ
方
喜
多
流
の
友
枝
三
郎
に
師
事
し
た
。
も
と
も
と
能
楽
師
に
な
る
つ
も
り
は
な
く
、
小
学
校
卒
業
後
は
乙
種
の
工
業
学
校

に
入
学
し
て
蒔
絵
を
専
攻
し
た
。

工
業
学
校
在
籍
中
の
十
六
歳
頃
に
は
、
友
枝
三
郎
の
勧
め
に
よ
り
笛
方
一
噌
流
の
正
木
利
三
郎
に
入
門
し
、
笛
の
稽
古
を
始
め
た
。
先

の
回
顧
録
に
よ
れ
ば
、
正
木
に
入
門
し
た
約
一
年
後
の
十
八
歳
頃
に
熊
本
市
藤
崎
神
社
に
て
行
わ
れ
た
〈
融
〉
で
初
舞
台
を
踏
ん
だ
と
い

う
。
今
回
、
雑
誌
掲
載
の
能
番
組
か
ら
そ
の
記
録
を
み
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
同
じ
頃
と
思
わ
れ
る
明
治
四
十
一
年

（
一
九
〇
八
）に
以
下
の
舞
台
で
笛
を
吹
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る（
以
下
、
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
）v
。

・�〈
八
島
〉
シ
テ
友
枝
仙
十
郎
、
ワ
キ
牟
田
清
道
、
笛
島
田
三
熊
、
小
鼓
齋
藤
豊
慰
、
大
鼓
清
水
嘉
平

　
〈
祝
言
〉
シ
テ
友
枝
三
郎
、
ワ
キ
牟
田
清
道
、
笛
島
田
三
熊
、
小
鼓
吉
川
半
十
郎
、
大
鼓
石
寺
九
郎
、
太
鼓
蓑
田
寛
明

　

以
上
、
明
治
四
十
一
年
九
月
十
日
、
於
熊
本
市
藤
崎
神
社

・�〈
三
井
寺
〉
シ
テ
友
枝
為
城
、
ワ
キ
森
利
三
郎
、
笛
島
田
三
熊
、
小
鼓
吉
田
勝
次
郎
、
大
鼓
清
水
嘉
平
、
明
治
四
十
一
年
九
月
十
九

日
、
北
岡
神
社
九
百
七
十
五
年
祭
神
能
、
於
北
岡
神
社

・�〈
源
氏
供
養
〉
シ
テ
桜
間
林
太
郎
、
ワ
キ
森
利
三
郎
、
笛
島
田
三
熊
、
小
鼓
上
田
小
三
郎
、
大
鼓
石
寺
九
郎
、
明
治
四
十
一
年
九
月

二
十
日
、
北
岡
神
社
九
百
七
十
五
年
祭
神
能
、
於
北
岡
神
社

・�〈
田
村
〉
シ
テ
友
枝
為
城
、
ワ
キ
牟
田
靖
道
、
笛
島
田
三
熊
、
小
鼓
吉
川
半
十
郎
、
大
鼓
角
宇
三
郎
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〈
六
浦
〉
シ
テ
柴
田
鼎
、
笛
島
田
三
熊
、
小
鼓
吉
田
勝
次
郎
、
大
鼓
藤
本
善
作
、
太
鼓
蓑
田
寛
明

　

以
上
、
明
治
四
十
一
年
九
月
二
十
七
日
、
於
熊
本
市
友
枝
稽
古
舞
台

雑
誌
を
辿
る
限
り
で
は
、
こ
れ
ら
の
舞
台
が
島
田
の
最
初
期
の
活
動
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
続
く
、
翌
四
十
二
年（
一
九
〇
九
）と
四
十
三

年（
一
九
一
〇
）に
も
以
下
の
舞
台
で
笛
を
吹
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

明
治
四
十
二
年（
一
九
〇
九
）

・�〈
朝
長
〉
シ
テ
富
永
猿
雄
、
ワ
キ
牟
田
靖
道
、
笛
島
田
三
熊
、
小
鼓
吉
田
勝
次
郎
、
大
鼓
石
寺
九
郎
、
太
鼓
蓑
田
寛
明

　
〈
山
姥
〉
シ
テ
桜
間
伴
馬
、
笛
島
田
三
熊
、
小
鼓
三
須
平
司
、
大
鼓
石
田
清
吉
、
太
鼓
増
見
仙
太
郎

　
〈
歌
占
〉
シ
テ
片
山
多
膳
、
ワ
キ
中
村
忠
次
郎
、
笛
島
田
三
熊
、
小
鼓
上
田
小
三
郎
、
大
鼓
清
水
嘉
平

　
〈
猩
々
〉
シ
テ
桜
間
金
太
郎
、
ワ
キ
井
上
武
眞
、
笛
島
田
三
熊
、
小
鼓
吉
田
勝
次
郎
、
大
鼓
清
水
嘉
平
、
太
鼓
蓑
田
寛
明　

　

以
上
、
明
治
四
十
二
年
四
月
二
十
四
日
、
出
水
神
社
春
季
御
小
祭
能
楽
組
、
於
熊
本
市
出
水
神
社

・〈
嵐
山
〉
シ
テ
桜
間
林
太
郎
、
ワ
キ
中
村
忠
次
郎
、
笛
島
田
三
熊
、
小
鼓
吉
田
勝
次
郎
、
大
鼓
清
水
嘉
平

　
〈
雲
雀
山
〉
シ
テ
友
枝
三
郎
、
ワ
キ
牟
田
靖
道
、
笛
島
田
三
熊
、
小
鼓
上
田
小
三
郎
、
大
鼓
清
水
嘉
平

　
〈
竹
生
島
〉
シ
テ
興
縄
進
、
ワ
キ
木
岡
常
次
郎
、
笛
島
田
三
熊
、
小
鼓
宮
本
健
次
郎
、
大
鼓
石
寺
九
郎
、
太
鼓
高
田
宅
次

　

以
上
、
明
治
四
十
二
年
五
月
十
四
日
、
桜
間
林
太
郎
能
舞
台
建
設
上
棟
式
興
行
、
於
桜
間
林
太
郎
能
舞
台

・〈
放
下
僧
〉
シ
テ
友
枝
仙
十
郎
、
ワ
キ
花
咲
善
平
、
笛
島
田
三
熊
、
小
鼓
吉
田
勝
治
郎
、
大
鼓
清
水
嘉
平　

　
〈
俊
寛
〉
シ
テ
桜
間
伴
馬
、
ワ
キ
井
上
武
眞
、
笛
島
田
三
熊
、
小
鼓
上
田
小
三
郎
、
大
鼓
石
寺
九
郎

　
〈
邯
鄲
〉
シ
テ
桜
間
金
太
郎
、
ワ
キ
木
岡
常
次
郎
、
笛
島
田
三
熊
、
小
鼓
吉
田
勝
次
郎
、
大
鼓
藤
本
善
作
、
太
鼓
高
田
宅
次

　

以
上
、
明
治
四
十
二
年
五
月
十
五
日
、
桜
間
林
太
郎
能
舞
台
建
設
上
棟
式
興
行
、
於
桜
間
林
太
郎
能
舞
台
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・〈
兼
平
〉
シ
テ
藤
本
理
三
、
ワ
キ
中
村
忠
次
郎
、
笛
島
田
三
熊
、
小
鼓
吉
田
勝
治
郎
、
大
鼓
清
水
嘉
平

　
〈
松
風
〉
シ
テ
桜
田
伴
馬
、
ワ
キ
茶
咲
善
平
、
笛
島
田
三
熊
、
小
鼓
吉
田
勝
次
郎
、
大
鼓
藤
本
善
作

　
〈
藤
戸
〉
シ
テ
友
枝
三
郎
、
ワ
キ
井
上
武
眞
、
笛
島
田
三
熊
、
小
鼓
上
田
小
三
郎
、
大
鼓
石
寺
九
郎

　
〈
紅
葉
狩
〉
シ
テ
桜
間
林
太
郎
、
ワ
キ
井
上
文
水
、
笛
島
田
三
熊
、
小
鼓
宮
本
健
次
郎
、
大
鼓
石
寺
九
郎
、
太
鼓
蓑
田
寛
明

　

以
上
、
明
治
四
十
二
年
五
月
十
六
日
、
桜
間
林
太
郎
能
舞
台
建
設
上
棟
式
興
行
、
於
桜
間
林
太
郎
能
舞
台

明
治
四
十
三
年（
一
九
一
〇
）

・〈
箙
〉
シ
テ
友
枝
敏
樹
、
ワ
キ
木
岡
常
次
郎
、
笛
島
田
三
熊
、
小
鼓
齋
藤
豊
慰
、
大
鼓
石
幸
九
郎

　
〈
鉢
木
〉
シ
テ
友
枝
三
郎
、
ワ
キ
井
上
武
吉
、
笛
島
田
三
熊
、
小
鼓
吉
田
勝
次
郎
、
大
鼓
清
水
嘉
平

　
〈
是
界
〉
シ
テ
桜
間
林
太
郎
、
ワ
キ
木
岡
常
次
郎
、
笛
島
田
三
熊
、
小
鼓
上
田
小
三
郎
、
大
鼓
石
寺
九
郎
、
太
鼓
友
枝
敏
樹

　

以
上
、
明
治
四
十
三
年（
日
時
不
明
）、
紀
元
節
祝
賀
能
、
於
熊
本
市
中
学
済
々
学

・〈
実
盛
〉
シ
テ
富
永
楢
雄
、
ワ
キ
高
田
十
市
、
笛
島
田
三
熊
、
小
鼓
吉
田
勝
次
郎
、
大
鼓
石
寺
九
郎

　
〈
雲
雀
山
〉
シ
テ
友
枝
敏
樹
、
ワ
キ
木
岡
常
次
郎
、
笛
島
田
三
熊
、
小
鼓
吉
田
勝
次
郎
、
大
鼓
石
寺
九
郎
、
太
鼓
蓑
田
寛
治

　

以
上
、
明
治
四
十
三
年
三
月
二
十
日
、
熊
本
喜
友
会
、
於
熊
本
市
友
枝
三
郎
宅

・〈
鶴
亀
〉
シ
テ
桜
間
林
太
郎
、
ワ
キ
木
岡
常
次
郎
、
笛
島
田
三
熊
、
小
鼓
上
田
小
三
郎
、
大
鼓
角
卯
三
郎
、
太
鼓
高
田
宅
次

　
〈
景
清
〉
シ
テ
友
枝
三
郎
、
ワ
キ
井
上
武
眞
、
笛
島
田
三
熊
、
小
鼓
吉
田
勝
次
郎
、
大
鼓
清
水
嘉
平

　
〈
安
宅
〉
シ
テ
桜
間
伴
馬
、
ワ
キ
井
上
武
眞
、
ア
イ
野
中
喜
次
郎
・
坂
梨
弥
三
郎
、
笛
島
田
三
熊
、
小
鼓
吉
田
勝
次
郎
、
大
鼓
清
水
翁
平

　
〈
春
日
龍
神
〉
シ
テ
友
枝
敏
樹
、
ワ
キ
茶
咲
善
平
、
笛
島
田
三
熊
、
小
鼓
吉
田
勝
次
郎
、
大
鼓
石
寺
九
郎
、
太
鼓
高
田
宅
次

　
〈
角
田
川
〉
シ
テ
桜
間
伴
馬
、
ワ
キ
茶
咲
善
平
、
笛
島
田
三
熊
、
小
鼓
上
田
小
三
郎
、
大
鼓
藤
本
善
作
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〈
鞍
馬
天
狗
〉
シ
テ
桜
間
金
太
郎
、
ワ
キ
木
岡
常
次
郎
、
笛
島
田
三
熊
、
小
鼓
速
水
善
作
、
大
鼓
清
水
嘉
平
、
太
鼓
高
田
宅
次

　

以
上
、
明
治
四
十
三
年
四
月
二
日
・
三
日
、
熊
本
金
桜
会
、
於
熊
本
市
錬
兵
町
金
桜
会
能
舞
台

・〈
実
盛
〉
シ
テ
富
永
猿
雄
、
ワ
キ
井
上
文
水
、
笛
島
田
三
熊
、
小
鼓
上
田
小
三
郎
、
大
鼓
石
寺
九
郎
、
太
鼓
高
田
宅
次

　
〈
藤
戸
〉
シ
テ
桜
間
林
太
郎
、
ワ
キ
井
上
武
眞
、
笛
島
田
三
熊
、
小
鼓
上
田
小
三
郎
、
大
鼓
清
水
嘉
平
、
太
鼓
高
田
宅
次

　

以
上
、
明
治
四
十
三
年
十
月
七
日
、
出
水
神
社
御
大
祭
、
於
熊
本
市
出
水
神
社

・〈
弓
八
幡
〉
シ
テ
友
枝
仙
十
郎
、
ワ
キ
牟
田
靖
道
、
笛
島
田
三
熊
、
小
鼓
上
田
小
三
郎
、
大
鼓
角
卯
三
郎
、
太
鼓
友
枝
敏
樹

　
〈
羽
衣
〉
シ
テ
友
枝
仙
十
郎
、
ワ
キ
牟
田
靖
道
、
笛
島
田
三
熊
、
小
鼓
桜
間
眞
次
、
大
鼓
角
卯
三
郎
、
太
鼓
友
枝
敏
樹

　
〈
嵐
山
〉
シ
テ
桜
田
道
雄
、
ワ
キ
牟
田
靖
道
、
笛
島
田
三
熊
、
小
鼓
桜
間
眞
次
、
大
鼓
角
卯
三
郎
、
太
鼓
友
枝
敏
樹

　

以
上
、
明
治
四
十
三
年
十
月
十
五
日
、
羽
根
八
幡
宮
御
大
祭
、
於
熊
本
市
羽
根
八
幡
宮　

こ
れ
ら
の
記
録
よ
り
、
上
京
前
の
島
田
は
友
枝
氏
や
桜
間
氏
の
引
き
立
て
を
受
け
、
両
家
の
稽
古
能
や
地
元
の
藤
崎
神
社
、
北
岡
神
社
、

出
水
神
社
、
羽
根
八
幡
宮
等
が
主
催
す
る
能
会
に
出
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
最
初
期
の
能
番
組
で
は
、
現
在
で
は
「
巳
久
馬
」
と
表
記
さ
れ
る
島
田
の
名
が
「
三
熊
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
ゆ
え
、「
三
熊
」
が
島
田
の
本
名
で
あ
ろ
う
。
以
後
は
能
番
組
で
の
表
記
は
変
化
し
て
お
り
、
調
査
の
限
り
で
は
大
正
五
年（
一
九
一
六
）

頃
か
ら
は
「
巳
熊
」、
大
正
七
年（
一
九
一
八
）頃
か
ら
は
「
巳
久
馬
」
等
も
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
大
正
末
期
頃
よ
り
「
巳
久
馬
」
の
表
記

が
主
流
と
な
り
、
昭
和
初
頭
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
で
「
巳
久
馬
」
と
記
さ
れ
て
い
るvi
。

さ
て
、
工
業
学
校
卒
業
後
の
島
田
は
地
元
の
熊
本
漆
器
製
造
所
に
就
職
し
て
蒔
絵
に
従
事
し
た
。
し
か
し
、
両
親
と
の
死
別
を
き
っ
か

け
に
明
治
四
十
四
年（
一
九
一
一
）に
上
京
す
る
。
先
の
回
顧
録
に
よ
れ
ば
、
漆
器
製
造
の
仕
事
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
幸
清
流
小
鼓
方
の

上
原
竹
之
輔
と
出
会
い
、
幸
清
流
十
二
世
幸
清
次
郎
に
引
き
合
わ
せ
ら
れ
た
。
そ
の
際
の
清
次
郎
の
「
笛
が
吹
け
る
な
ら
非
常
に
都
合
が
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い
ゝ
か
ら
、
私
の
家
に
居
る
が
い
ゝ
」
の
一
言
で
清
次
郎
家
に
下
宿
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
清
次
郎
よ
り
小
鼓
も
習
う
こ
と
に
な
っ
た
と

い
うvii
。
清
次
郎
と
師
弟
関
係
に
あ
っ
た
た
め
か
、
島
田
巳
久
馬
旧
蔵
資
料
に
も
幸
清
流
小
鼓
手
付
が
多
く
含
ま
れ
、
島
田
が
実
際
に
稽

古
で
用
い
た
と
思
わ
れ
る
手
付
も
み
ら
れ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
清
次
郎
は
、
謡
本
の
刊
行
を
め
ぐ
っ
て
観
世
宗
家
に
破

門
扱
い
さ
れ
た
シ
テ
方
観
世
流
の
観
世
喜
之
を
支
え
る
た
め
に
奔
走
し
、
一
門
で
九
皐
会
の
舞
台
に
立
っ
て
い
た
。
九
皐
会
の
囃
子
方
不

足
に
悩
ん
で
い
た
清
次
郎
に
と
っ
て
、
能
の
経
験
の
あ
る
島
田
は
活
動
を
共
に
で
き
そ
う
な
有
望
な
人
材
に
映
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
上
京

後
の
島
田
が
笛
方
と
し
て
活
動
を
始
め
た
背
景
に
は
こ
う
し
た
清
次
郎
と
の
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

二
、
上
京　

─
九
皐
会
と
の
関
わ
り
─

上
京
後
、
島
田
は
明
治
四
十
四
年（
一
九
一
一
）四
月
九
日
に
観
世
会
月
並
能
で
〈
俊
成
忠
度
〉（
シ
テ
観
世
清
久
、
ワ
キ
宝
生
新
、
笛

島
田
三
熊
、
小
鼓
大
倉
喜
太
郎
、
太
鼓
大
倉
宣
利
）の
笛
を
吹
い
て
い
る
。
今
回
調
査
し
た
限
り
で
は
、
こ
の
舞
台
が
上
京
後
の
も
の
と

し
て
は
最
も
早
い
時
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
以
後
、
五
月
に
は
、

・�〈
巴
〉
シ
テ
橋
岡
久
太
郎
、
ワ
キ
大
友
信
安
、
笛
島
田
三
熊
、
小
鼓
大
倉
喜
太
郎
、
大
鼓
高
安
鬼
三
、
明
治
四
十
四
年
五
月
七
日
、

観
世
会
月
並
能
、
於
観
世
舞
台

六
月
に
は
、

・�〈
鉄
輪
〉
シ
テ
観
世
清
久
、
ワ
キ
宝
生
新
、
笛
島
田
三
熊
、
小
鼓
荒
木
賀
光
、
大
鼓
大
倉
繁
次
郎
、
太
鼓
松
村
言
吉
、
明
治
四
十
四

年
六
月
四
日
、
観
世
会

・�〈
蝉
丸
〉
シ
テ
友
枝
敏
樹
、
ツ
レ
正
木
亀
三
郎
、
ワ
キ
野
島
信
、
笛
島
田
三
熊
、
小
鼓
大
倉
喜
太
郎
、
大
鼓
亀
井
俊
雄
、
明
治

四
十
四
年
六
月
十
一
日
、
喜
多
会
青
年
部
、
於
飯
田
町
喜
多
舞
台
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・�〈
葵
上
〉
シ
テ
山
階
徳
次
郎
、
ワ
キ
野
島
信
、
笛
島
田
三
熊
、
小
鼓
大
倉
喜
太
郎
、
大
鼓
齋
田
喜
一
郎
、
太
鼓
松
村
言
吉
、
明
治

四
十
四
年
六
月
二
十
三
日
、
山
階
活
楽
会
、
於
山
階
舞
台

七
月
に
は
、

・�〈
熊
坂
〉
シ
テ
和
泉
鷹
三
、
ワ
キ
野
島
信
、
笛
島
田
三
熊
、
小
鼓
伊
藤
松
翠
、
大
鼓
石
田
清
吉
、
太
鼓
松
村
言
吉
、
明
治
四
十
四
年

七
月
十
九
日
、
山
階
の
演
能
、
於
山
階
舞
台

・�〈
猩
々
〉
シ
テ
宝
生
勝
、
笛
島
田
三
熊
、
小
鼓
小
早
川
靖
二
、
大
鼓
石
田
清
吉
、
太
鼓
観
世
元
規
、
明
治
四
十
四
年
七
月
二
十
三
日
、

宝
生
会

な
ど
が
雑
誌
掲
載
の
能
番
組
に
認
め
ら
れ
る
。
観
世
流
を
中
心
に
宝
生
流
や
喜
多
流
の
能
会
に
出
勤
し
、
順
調
に
活
動
を
開
始
し
て
い
た

こ
と
が
判
る
。

一
方
で
、
こ
の
時
期
の
島
田
は
幸
清
次
郎
を
介
し
て
九
皐
会
と
関
係
を
深
め
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
が
こ
の
後
の
活
動
に
大
き
く
影

響
を
与
え
る
の
で
、
こ
こ
で
島
田
と
九
皐
会
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
て
お
こ
う
。

こ
の
頃
、
九
皐
会
の
観
世
喜
之
は
重
習
を
含
む
改
訂
本
を
出
版
し
た
こ
と
を
理
由
に
明
治
四
十
四
年（
一
九
一
一
）三
月
を
も
っ
て
観
世

流
二
十
三
世
観
世
清
廉
よ
り
破
門
さ
れ
て
い
た
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
問
題
の
背
景
に
は
同
年
二
月
に
丸
岡
桂
が
観
世
清

之
校
訂
の
『
観
世
流
改
訂
本
』
を
刊
行
し
て
檜
常
之
助
に
告
訴
さ
れ
た
出
来
事
が
あ
っ
た
。
破
門
と
な
っ
た
喜
之
は
、
落
成
し
た
ば
か
り

の
観
世
喜
之
家
舞
台
に
て
独
自
に
活
動
を
始
め
よ
う
と
す
る
。
こ
う
し
た
一
連
の
動
き
に
対
し
、
清
次
郎
は
『
能
楽
画
報
』
に
「
邪
論
を

排
すviii
」
と
題
す
る
次
の
文
章
を
寄
せ
て
い
る
。　

　

�（
略
）改
訂
本
刊
行
の
由
来
が
既
に
斯
く
の
如
き
も
の
で
あ
る
以
上
、
其
の
累
を
蒙
っ
た
喜
之
は
豪
も
破
門
せ
ら
る
ゝ
理
由
な
き
も
の

で
あ
る
。
五
流
宗
家
の
申
合
せ
と
云
ふ
事
を
振
り
廻
し
て
ゐ
る
が
、
然
ら
ば
梅
若
は
奈
何
？（
略
）私
は
断
じ
て
不
道
理
に
腹
す
る
事
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は
出
来
ぬ
、
此
故
に
私
は
喜
之
に
與
す
る
も
の
で
あ
る
。
清
次
郎
は
、
正
理
に
向
っ
て
突
進
す
る
上
に
於
て
、
何
等
の
躊
躇
も
な
け

れ
ば
、
又
何
等
の
未
練
も
な
い
。

右
に
あ
る
よ
う
に
、
清
次
郎
は
孤
立
し
た
喜
之
を
全
面
的
に
支
持
し
、
一
門
を
率
い
て
九
皐
会
に
出
勤
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
。
同
年
五

月
六
日
に
催
さ
れ
た
「
三
番
の
能
と
一
二
番
の
囃
子
の
会
」
が
破
門
後
最
初
の
九
皐
会
の
催
し
で
あ
る
。〈
吉
野
天
人
〉（
袴
能
）、〈
敦

盛
〉、〈
松
風
〉
等
が
演
じ
ら
れ
、
出
演
者
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
清
次
郎
一
門
が
役
籍
を
越
え
て
小
鼓
以
外
の
囃
子
も
勤
め
た
。

こ
の
催
し
を
観
劇
し
た
坂
元
雪
鳥
は
「
喜
之
陣
頭
に
立
つ
─
九
皐
会
の
袴
能
─ix
」
と
い
う
能
評
を
著
し
て
い
る
が
、
清
次
郎
ら
が
孤
軍

奮
闘
し
て
い
た
様
子
が
よ
く
判
る
の
で
少
し
長
い
が
引
用
し
た
い
。

　

�

観
世
喜
之
が
宗
家
の
破
門
に
遭
ひ
て
、
独
立
の
態
度
を
示
す
や
、
人
或
は
こ
れ
を
悔
り
て
曰
く
、
彼
能
く
何
を
か
せ
ん
、
幸
清
如
何

に
力
む
と
も
、
小
鼓
一
調
に
て
は
能
は
演
じ
難
し
、「
翁
」
の
舞
と
「
道
成
寺
」
の
乱
拍
子
の
み
に
て
は
滑
稽
な
ら
ん
と
。
何
ぞ
知

ら
ん
鎮
ま
り
返
つ
た
る
数
ヶ
月
の
間
に
、
幸
清
次
郎
は
其
門
下
を
し
て
、
四
拍
子
何
れ
を
も
勤
め
し
む
る
に
至
れ
り
。
喜
之
た
る
者

玆
に
於
て
か
躍
起
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
、
果
然
其
新
し
き
舞
台
に
於
て
新
し
き
能
は
催
さ
れ
た
り
。（
略
）囃
子
方
は
愛
吉
、
望
月
、
上

原
、
富
田
等
交
互
に
敷
役
を
引
受
け
、
望
月
の
如
き
は
四
拍
子
と
も
に
勤
め
て
、
従
来
専
門
家
の
み
を
見
馴
れ
た
る
者
を
驚
倒
せ
し

め
た
り
。
此
日
の
能
の
出
来
栄
に
就
て
は
、
実
際
を
云
へ
ば
最
初
よ
り
余
り
注
意
を
拂
は
ず
、
只
管
其
意
気
と
覚
悟
と
を
見
ん
と
志

し
た
る
が
、
堅
実
な
る
芸
風
、
剛
健
な
る
謡
口
、
優
に
此
流
の
特
色
を
示
し
た
る
上
に
、
一
同
が
余
程
深
き
決
心
を
定
め
、
努
力
し

来
れ
る
を
悟
ら
ざ
る
を
得
ざ
り
き
。（
略
）

「
愛
吉
」
は
清
次
郎
養
子
、「
望
月
」
は
望
月
桂
、「
上
原
」
は
上
原
竹
之
輔
、「
富
田
」
は
富
田
直
吉
で
あ
る
が
、
彼
ら
が
囃
子
全
般
を
勤

め
た
こ
と
に
観
客
が
驚
愕
し
た
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
雪
鳥
は
「
従
来
専
門
家
の
み
を
見
馴
れ
た
る
者
を
驚
倒
せ
し
め
た
り
」
と
し
、

相
当
の
覚
悟
を
も
っ
て
な
さ
れ
た
こ
の
舞
台
を
「
新
し
き
能
」
と
評
価
し
た
。
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続
け
て
同
年
六
月
十
七
日
に
は
、
定
期
能
と
し
て
の
「
第
一
回
観
世
九
皐
会
」
が
行
わ
れ
、〈
清
経
〉（
シ
テ
斯
間
田
滑
泉
、
ワ
キ
遠
山

江
北
）、〈
百
萬
〉（
シ
テ
観
世
喜
之
、
ワ
キ
遠
山
江
北
）、〈
小
鍛
冶
〉（
シ
テ
中
村
伊
織
、
ワ
キ
川
本
保
雄
）、〈
蚊
相
撲
〉（
シ
テ
水
野
素

舟
）、〈
無
布
施
経
〉（
シ
テ
鷺
畔
翁
）な
ど
が
上
演
さ
れ
たx
。
清
次
郎
一
門
の
力
添
え
を
得
て
、
九
皐
会
の
シ
テ
方
が
ワ
キ
・
囃
子
も
こ

な
し
、
狂
言
に
鷺
流
の
鷺
畔
翁
ら
が
出
演
し
て
何
と
か
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
て
い
る
。
こ
の
催
し
を
観
劇
し
た
雪
鳥
は
「
能
の
出
来
は
誠
に

立
派
で
あ
っ
た
」
と
喜
之
を
評
価
し
、
囃
子
に
つ
い
て
も
「
同
じ
顔
触
な
が
ら
幸
清
門
下
の
囃
子
方
が
、
前
回（
※
五
月
六
日
「
三
番
の

能
と
一
二
番
の
囃
子
の
会
」）よ
り
余
程
落
ち
着
い
て
来
た
の
を
認
め
た
。」（
括
弧
内
は
引
用
者
に
よ
る
）と
述
べ
て
い
るxi
。

注
目
し
た
い
の
は
、
続
く
七
月
二
十
三
日
の
観
世
九
皐
会
に
て
島
田
が
笛
を
吹
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
島
田
は
〈
竹
生
島
〉（
シ
テ

川
本
保
雄
、
ワ
キ
中
村
伊
織
、
ア
イ
中
島
濤
嶺
、
笛
島
田
三
熊
、
小
鼓
吉
田
節
斎
、
大
鼓
幸
愛
吉
、
太
鼓
望
月
桂
）と
〈
松
虫
〉（
シ
テ
観

世
喜
之
、
ワ
キ
遠
山
江
北
、
笛
島
田
三
熊
、
小
鼓
望
月
桂
、
大
鼓
上
原
竹
之
輔
）の
笛
を
勤
め
た
。
こ
の
舞
台
を
観
劇
し
て
い
た
雪
鳥
は

「
幸
清
翁
の
気
焔
─
九
皐
会
袴
能
─xii
」
と
い
う
文
章
を
寄
せ
、
清
次
郎
一
門
の
覚
悟
を
「
並
大
抵
の
事
で
は
あ
る
ま
い
」「
豪
い
と
云
ふ

に
値
す
る
」
と
評
し
て
い
る
。

　

�

此
舞
台
で
殆
ど
総
後
見
の
責
任
を
負
っ
て
ゐ
る
幸
清
翁
が
、
其
氏
に
対
し
て
「
此
位
ま
で
に
仕
立
て
る
の
は
容
易
な
事
で
は
あ
り
ま

せ
ん
、
ま
ァ
見
て
下
さ
い
」
と
気
焔
を
吐
い
て
居
た
が
、
成
程
並
大
抵
の
事
で
は
あ
る
ま
い
、
と
大
鼓
と
小
鼓
と
が
同
じ
育
ち
だ
か

ら
互
に
遠
慮
が
な
く
、
動
も
す
る
と
双
方
か
ら
セ
リ
詰
る
様
な
気
も
す
る
が
、
兎
も
角
も
小
鼓
方
が
、
大
も
太
も
勤
め
て
能
を
演
ず

る
の
だ
か
ら
、
豪
い
と
云
ふ
に
値
す
る
。（
略
）　

以
降
、
九
皐
会
の
催
し
に
島
田
も
名
を
連
ね
て
い
る
の
で
、
こ
の
頃
に
は
清
次
郎
一
門
と
行
動
を
共
に
し
て
い
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

約
一
ヶ
月
半
後
の
九
月
七
日
、
島
田
は
九
皐
会
に
出
勤
し
た
こ
と
を
理
由
に
十
二
世
又
六
郎
よ
り
破
門
さ
れ
た
。
上
京
し
て
半
年
も
経

た
な
い
う
ち
の
出
来
事
で
、
東
京
で
人
脈
を
築
こ
う
と
し
て
い
た
矢
先
の
こ
と
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
大
正
四
年（
一
九
一
五
）十
二
月
に
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喜
之
の
破
門
問
題
が
解
決
す
る
ま
で
、
島
田
は
九
皐
会
を
中
心
に
、
ほ
か
の
会
派
の
舞
台
を
ほ
と
ん
ど
勤
め
る
こ
と
な
く
細
々
と
活
動
を

続
け
て
い
るxiii
。

三
、
一
噌
流
破
門

所
属
す
る
流
儀
が
な
く
な
り
孤
立
し
た
島
田
が
、
破
門
か
ら
約
半
年
後
の
明
治
四
十
五
年（
一
九
一
二
）三
月
二
十
二
日
に
幸
清
流
専
属

と
な
っ
た
こ
と
を
示
す
資
料
が
あ
る
。
島
田
巳
久
馬
旧
蔵
資
料
の
「
幸
清
流
笛
相
伝
免
状
」（【
目
録
番
号 

Ｄ
1
─
6
】）で
あ
る
。

　

�

一 

幸
流
の
笛
／
嶌
田
三
熊
／
右
之
者
拙
者
流
儀
／
笛
取
立
候
ニ
付
皆
伝
致
候
事
／
明
治
四
拾
五
年
／
三
月
廿
二
日
／
幸
清
次
郎（
花

押
）

こ
こ
に
「
拙
者
流
儀
笛
相
立
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
島
田
は
幸
清
流
専
属
の
笛
流
儀
を
創
流
し
、
そ
れ
を
清
次
郎
が
認
め
て
い
た
こ
と

が
判
る
。
ま
た
、「
島
田
亀（
マ
マ
）熊
宛
幸
清
次
郎
書
状
」（【
目
録
番
号 

Ｄ
1
─
7
】）は
年
不
明
な
が
ら
前
掲
の
「
幸
清
流
笛
相
伝
免

状
」
を
出
す
に
あ
た
っ
て
の
経
緯
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
島
田
の
笛
を
清
次
郎
が
「
幸
清
流
笛
」
と
し
て
認
め
、
今
後
の
活
動
を
共

に
す
る
こ
と
を
誓
っ
て
い
る
。

　

�

拝
啓 

陳
レ
ハ
島
田
三
熊
殿
事
此
度
小
生
方
／
幸
清
流
笛
ト
相
頼
ミ
長
く
相
用
ヒ
申
度
候
／
間
此
度
御
承
知
置
被
下
度
但
シ
本
人
承

諾
之
／
上
ニ
有
之
此
段
小
生
ヨ
リ
申
上
置
候
尚
委
細
之
／
義
ハ
後
筆
申
上
候
以
上
／
六
月
十
九
日
／
幸
清
次
郎（
花
押
）／
島
田
亀マ
マ

熊

殿

こ
う
し
た
資
料
か
ら
考
え
る
に
、
こ
の
時
期
の
島
田
は
清
次
郎
の
引
き
立
て
が
な
く
て
は
舞
台
に
立
て
な
い
状
況
に
あ
っ
た
と
い
え
る
だ

ろ
う
。
清
次
郎
一
門
が
支
え
る
九
皐
会
の
い
わ
ば
「
座
付
」
と
し
て
活
動
す
る
ほ
か
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

加
え
て
、
島
田
と
幸
清
流
と
の
深
い
関
係
を
示
唆
す
る
手
付
も
残
さ
れ
て
い
る
。
島
田
巳
久
馬
旧
蔵
資
料
の
『
幸
清
流　

唱
歌
拍
子
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割
』（【
目
録
番
号 

Ｂ
5
】）は
笛
唱
歌
に
幸
清
流
小
鼓
の
手
組
名
や
粒
の
名
称
を
書
き
込
ん
だ
島
田
直
筆
の
手
付
で
あ
る
が
、〔
獅
子
〕
の

手
付
に
は
「
島
田
流
」「
幸
清
流
」
な
ど
と
記
し
て
い
る
の
が
認
め
ら
れ
、
島
田
が
幸
清
流
専
属
と
し
て
島
田
流
を
自
称
し
て
い
た
こ
と

が
窺
え
る
。
た
だ
、
唱
歌
を
み
る
と
一
噌
流
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
り
、
何
を
も
っ
て
島
田
流
の
〔
獅
子
〕
と
し
て
い
た
の
か
は
不
明
で

あ
る
。
ま
た
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
「
島
田
」
の
印
が
押
さ
れ
た
曲
目
も
み
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
唱
歌
は
一
噌
流
と
同
じ
で
あ
り
独
自
の
技

法
は
み
ら
れ
な
い
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
「
島
田
」
を
強
調
す
る
姿
勢
か
ら
は
、
破
門
中
の
島
田
が
孤
立
し
て
い
た
様
子
が
伝
わ
っ
て
く

る
。と

こ
ろ
で
、
こ
の
時
期
の
九
皐
会
で
は
変
わ
ら
ず
九
皐
会
の
シ
テ
方
面
々
が
ワ
キ
・
囃
子
も
勤
め
る
と
と
も
に
、
清
次
郎
一
門
が
囃
子

全
般
を
担
う
な
ど
、
役
籍
が
乱
れ
る
形
で
上
演
が
続
け
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
観
客
の
反
応
は
変
化
し
、
必
ず
し
も
初
期
の
よ
う
に
好
意

的
と
は
い
え
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
か
つ
て
「
新
し
き
能
」
と
評
し
た
雪
鳥
も
大
正
三
年（
一
九
一
四
）一
月
に
「
芸
は
正
確
だ
け
で
よ
い
か

─
九
皐
会
発
会xiv
」
と
い
う
能
評
を
寄
せ
、
体
制
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。

　

�（
略
）実
は
喜
之
氏
の
芸
が
段
々
荒
む
様
な
事
は
あ
る
ま
い
か
と
内
々
気
に
な
ら
ぬ
で
も
な
か
っ
た
が
、
今
日
の
「
羽
衣
」
を
見
、
且

つ
内
弟
子
の
「
岩
船
」
を
見
る
と
矢
張
り
堅
実
を
保
っ
て
居
る
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
早
く
相
当
の
囃
子
方
相
手
に

舞
は
せ
て
見
た
い
。
大
鼓
と
太
鼓
と
は
何
う
考
へ
て
も
変
で
あ
る
。
当
り
や
粒
は
正
確
だ
ら
う
け
れ
ど
も
、
芸
と
い
ふ
も
の
は
此
意

外
に
味
が
あ
る
も
の
だ
ら
う
と
思
ふ
。「
羽
衣
」
の
舞
の
囃
子
が
素
人
耳
に
騒
々
し
い
様
で
は
困
る
。（
略
）

大
鼓
と
太
鼓
に
つ
い
て
は
「
何
う
考
へ
て
も
変
で
あ
る
」
と
述
べ
、
い
く
ら
正
確
に
打
っ
て
い
て
も
聴
く
に
耐
え
な
い
内
容
で
あ
る
こ
と

を
嘆
い
て
い
る
。
喜
之
の
破
門
事
件
か
ら
三
年
あ
ま
り
が
経
ち
、
も
は
や
物
珍
し
さ
は
失
せ
、
技
術
的
な
問
題
に
目
が
向
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
役
籍
の
異
な
る
者
が
や
り
く
り
す
る
体
制
は
限
界
ま
で
き
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
う
し
た
な
か
、
大
正
四
年（
一
九
一
五
）八
月
、
清
次
郎
は
令
息
の
義
太
郎
を
後
継
者
に
指
名
し
、
隠
遁
す
る
こ
と
を
決
意
す
る
。
同
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年
八
月
七
日
の
国
民
新
聞
に
は
「
幸
清
次
郎
翁
の
和
解xv
」xv
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
�

幸
清
次
郎
氏
は
囃
子
方
中
の
元
老
株
で
あ
る
に
拘
ら
ず
妙
な
所
の
張
合
か
ら
観
世
宗
家
の
破
門
を
受
け
た
る
側
の
味
方
と
な
り
同
業

者
に
反
旗
を
翻
し
つ
ゝ
あ
り
し
が
今
回
先
非
を
悔
悟
し
て
自
分
は
隠
居
し
て
舞
台
に
は
出
で
ず
孫
を
引
立
て
ゝ
家
芸
存
続
の
道
を
計

り
た
し
と
の
申
出
あ
り
し
に
付
き
宝
生
九
郎
、
喜
多
六
平
太
の
両
氏
専
ら
斡
旋
の
労
を
取
り
能
楽
師
一
統
其
請
求
を
容
る
ゝ
こ
と
ゝ

な
っ
た
は
同
流
の
為
は
勿
論
能
楽
全
体
の
為
に
賀
す
べ
き
事
で
あ
る
。

清
次
郎
が
九
皐
会
を
全
面
的
に
支
え
て
き
た
の
は
「
妙
な
所
の
張
合
」
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
清
次
郎
の
姿
勢
が
善
之
の
破
門

問
題
を
よ
り
複
雑
で
解
決
困
難
な
も
の
に
し
て
い
た
と
し
て
い
る
。
同
年
十
二
月
に
清
次
郎
は
隠
遁
す
る
が
、
結
局
、
自
ら
が
身
を
引
い

て
問
題
の
解
決
を
図
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
対
し
て
雪
鳥
は
「
能
楽
界
時
事xvi
」
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
述
べ
、
清
次

郎
の
判
断
に
安
堵
し
て
い
る
。

　

�（
略
）何
は
兎
も
あ
れ
先
以
っ
て
結
構
な
事
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
同
翁
に
養
成
せ
さ
れ
た
所
謂
急
造
囃
子
方
の
連
中
は
何
う
納
ま

る
の
か
、
其
辺
も
何
れ
も
協
定
せ
ら
れ
た
事
で
あ
ら
う
と
は
思
ふ
が
未
だ
聞
く
を
得
な
い
。（
略
）

こ
こ
で
雪
鳥
は
清
次
郎
の
も
と
で
囃
子
を
兼
任
し
て
い
た
「
急
造
囃
子
方
の
連
中
」
の
今
後
を
案
じ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
又
六
郎
に
破

門
さ
れ
た
島
田
も
も
ち
ろ
ん
含
ま
れ
よ
う
。
こ
う
し
た
な
か
、
大
正
四
年（
一
九
一
五
）十
二
月
、
喜
之
は
観
世
流
二
十
四
世
元
滋（
の
ち

左
近
）と
和
解
し
、
つ
い
に
破
門
問
題
は
解
決
を
迎
え
た
の
で
あ
っ
た
。
喜
之
は
大
正
五
年（
一
九
一
六
）四
月
二
日
に
観
世
会
に
復
帰
し
、

観
世
会
催
能
に
お
い
て
〈
俊
成
忠
度
〉（
シ
テ
観
世
喜
之
、
ワ
キ
宝
生
新
）の
シ
テ
を
勤
め
て
い
る
。　

四
、
一
噌
流
に
再
入
門　

─
活
動
の
再
開
─

喜
之
の
破
門
問
題
が
解
決
し
た
こ
と
を
受
け
、
島
田
も
一
噌
流
に
復
帰
し
た
。
大
正
四
年（
一
九
一
五
）十
二
月
五
日
に
は
、
観
世
会
に
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て
〈
猩
々
〉（
シ
テ
山
階
徳
次
郎
、
ワ
キ
光
本
敬
一
、
笛
島
田
三
熊
、
小
鼓
幸
義
太
郎
、
大
鼓
大
倉
宣
利
、
太
鼓
山
下
博
睦
）の
笛
を
吹
い

て
い
る
の
が
雑
誌
掲
載
の
番
組
表
か
ら
確
認
さ
れ
る
。

こ
れ
に
先
立
ち
、
十
二
世
一
噌
又
六
郎
か
ら
島
田
宛
に
一
噌
流
免
状
が
発
行
さ
れ
、
島
田
が
再
入
門
を
果
た
し
た
こ
と
が
島
田
巳
久
馬

旧
蔵
資
料
よ
り
窺
え
る
。
す
な
わ
ち
「
島
田
巳
久
馬
宛
一
噌
流
免
状 

一
式
」（【
目
録
番
号 

Ｄ
1
─
1
】）は
大
正
四
年（
一
九
一
五
）か
ら

昭
和
三
年（
一
九
二
八
）に
か
け
て
又
六
郎
か
ら
島
田
に
渡
さ
れ
た
免
状
十
二
通
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
次
の
六
通
が
こ
の
時
期
の
も
の
で

あ
るxvii

。xvii

　

①
一 

脇
能　

今
般
入
門
ニ
付
許
致
候
事　

大
正
四
年
十
月
一
噌
又
六
郎　

島
田
三
熊
殿

　

②
一 

盤
渉
楽　

右
相
伝
致
候
事　

大
正
四
年
十
一
月
一
噌
又
六
郎　

島
田
三
熊
殿

　

③
一 

小
習
一
色　

右
相
伝
致
候
事　

大
正
四
年
十
一
月　

一
噌
又
六
郎　

島
田
三
熊
殿

　

④
一 

盤
渉
序
之
舞　

右
相
伝
致
候
事　

大
正
四
年
十
一
月
一
噌
又
六
郎　

島
田
三
熊
殿

　

⑤
一 

翁　

右
相
伝
致
候
事　

大
正
四
年
十
一
月
一
噌
又
六
郎　

島
田
三
熊
殿

　

⑥
一 

猩
々
乱　

右
相
伝
致
候
事　

大
正
四
年
十
一
月
一
噌
又
六
郎　

島
田
三
熊
殿

①
が
入
門
免
状
で
、
②
③
④
⑤
⑥
が
習
い
物
の
相
伝
免
状
で
あ
る
。
わ
ず
か
二
ヵ
月
の
間
に
入
門
な
ら
び
に
相
伝
が
執
り
行
わ
れ
、
島
田

が
復
帰
す
る
た
め
の
状
況
が
急
ぎ
整
え
ら
れ
た
こ
と
が
判
る
。

再
入
門
後
の
島
田
の
活
動
を
雑
誌
掲
載
の
能
番
組
か
ら
辿
る
と
、
大
正
五
年（
一
九
一
六
）を
通
じ
て
観
世
会
、
観
世
九
皐
会
、
山
階
会

等
の
お
も
に
観
世
流
会
派
の
舞
台
を
中
心
に
、
宝
生
会
、
囃
子
方
演
能
会
等
に
出
勤
し
て
い
る
の
が
認
め
ら
れ
る
。
翌
六
年（
一
九
一
七
）

も
や
は
り
観
世
流
が
中
心
で
、
観
世
会
、
観
世
九
皐
会
、
観
世
会
別
会
、
山
階
会
、
横
浜
観
世
会
等
に
出
勤
し
て
い
る
が
、
喜
多
会
、
青

年
会（
喜
多
）、
宝
生
会
、
囃
子
方
演
能
会
等
で
も
活
動
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
大
正
八
年（
一
九
一
八
）頃
か
ら
は
金
春
会
や
金
剛
九
曜
会
、
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大
正
九
年（
一
九
一
九
）頃
か
ら
は
梅
若
会
ほ
か
も
加
わ
り
、
会
派
も
一
段
と
多
様
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
管
見
の
限
り
で
は
島
田
が
地

方
で
活
動
し
て
い
た
様
子
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
あ
っ
て
も
、
こ
の
時
期
で
は
大
正
七
年（
一
九
一
七
）の
「
故
友
枝
三
郎
翁
追
善
能

会
」（
四
月
十
三
～
十
五
日
、
於
熊
本
市
公
会
堂
）、
大
正
八
年（
一
九
一
八
）の
「
幸
清
次
郎
翁
追
善
能xviii
」xviii（
四
月
三
日
、
於
名
古
屋
市
）、

「
幸
清
次
郎
追
善
囃
子
会
」（
四
月
四
日
、
於
鶴
舞
公
園
聞
天
閣
）、「
故
桜
間
左
陣
翁
追
善
能
」（
五
月
十
七
・
十
八
日
、
於
熊
本
市
公
会

堂
）な
ど
の
追
善
に
関
わ
る
特
別
な
催
し
に
限
ら
れ
、
以
後
晩
年
ま
で
東
京
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
復
帰
後
す
ぐ
の
大
正
五
年（
一
九
一
六
）四
月
に
は
次
の
「
幸
清
流
取
立
免
状
」（【
目
録
番
号 

Ｄ
2
─
2
】）が
発
行
さ
れ
、

島
田
が
清
次
郎
の
正
式
な
弟
子
と
な
っ
て
い
る
の
が
興
味
深
い
。

　

�

免
状 

一 

当
流
御
執
／
心
ニ
付
弟
子
執
／
立
差
許
候
者
也
／
大
正
五
年
／
四
月
／
幸
清
次
郎（
花
押
）／
島
田
殿

先
述
の
通
り
、
島
田
は
上
京
し
て
す
ぐ
よ
り
清
次
郎
と
師
弟
関
係
に
あ
り
、
い
ま
さ
ら
こ
の
よ
う
な
免
状
を
必
要
と
し
て
い
な
か
っ
た
は

ず
で
あ
る
。
一
噌
流
に
復
帰
し
て
「
幸
清
流
笛
」
や
「
島
田
流
」
を
名
乗
ら
な
く
な
っ
た
島
田
が
、
隠
遁
し
た
清
次
郎
と
の
結
び
つ
き
を

あ
え
て
強
調
す
る
か
の
よ
う
な
免
状
に
も
み
え
る
が
、
背
景
は
不
明
で
あ
る
。

清
次
郎
は
芸
事
を
弟
子
の
上
原
竹
之
輔
に
、
養
子
愛
吉
の
遺
子
で
あ
る
義
太
郎
と
円
次
郎
の
訓
育
を
福
井
初
太
郎
と
田
鍋
惣
太
郎
に
託

し
て
い
た
が
、
こ
の
後
ほ
ど
な
く
し
て
没
し
た
。
大
正
六
年（
一
九
一
七
）九
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
清
次
郎
の
追
善
は
立
て
続
け
に
行
わ

れ
、
島
田
は
同
七
年（
一
九
一
八
）の
「
幸
清
次
郎
翁
追
善
能xix
」xix（
四
月
三
日
、
於
九
段
能
楽
堂
）や
、
先
述
の
地
方
で
行
わ
れ
た
追
善
行

事
に
お
い
て
笛
を
吹
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
生
前
の
清
次
郎
と
の
深
い
関
係
が
改
め
て
確
認
さ
れ
よ
う
。

そ
の
後
も
、
活
動
は
順
調
に
継
続
さ
れ
た
。
主
だ
っ
た
舞
台
と
し
て
は
、
ま
ず
大
正
十
五
年（
一
九
二
六
）六
月
二
十
五
日
に
九
段
能
楽

堂
で
行
わ
れ
た
「
能
楽
協
会
東
京
支
部（
第
二
回
）能
」
に
お
け
る
宝
生
流
十
七
世
宝
生
重
英
の
〈
安
宅
・
延
年
之
舞
〉（
シ
テ
宝
生
重
英
、

ワ
キ
宝
生
新
、
笛
島
田
三
熊
、
小
鼓
幸
悟
朗
、
大
鼓
亀
井
俊
雄
）が
あ
ろ
う
。
宝
生
宗
家
を
相
手
に
〈
安
宅
・
延
年
之
舞
〉
の
笛
を
勤
め
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て
お
り
、
島
田
が
能
界
で
一
定
の
評
価
を
得
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
ま
た
、
九
皐
会
に
は
昭
和
期
に
入
っ
て
も
頻
繁
に
出
勤
し
て
い
た
。

観
世
九
皐
会
の
能
舞
台
が
牛
込
区
矢
来
町
に
落
成
し
た
こ
と
を
記
念
し
た
披
露
能
が
昭
和
五
年（
一
九
三
〇
）九
月
二
十
八
日
に
行
わ
れ
た

折
に
は
、〈
石
橋
〉（
シ
テ
観
世
銕
之
丞
、
ツ
レ
観
世
織
雄
・
谷
村
直
次
郎
、
ワ
キ
松
本
謙
三
、
笛
島
田
巳
久
馬
、
小
鼓
幸
円
次
郎
、
大
鼓

川
崎
利
吉
、
太
鼓
金
春
林
太
郎
）の
笛
を
勤
め
て
い
る
。

さ
ら
に
戦
時
中
に
は
、
時
局
を
反
映
し
た
新
作
能
に
も
関
わ
っ
て
い
た
。
島
田
巳
久
馬
旧
蔵
資
料
の
「〈
忠
霊
〉
頭
付
」（【
目
録
番
号

Ａ
1
─
10
】）は
〈
忠
霊
〉
の
謡
本
に
笛
の
ア
シ
ラ
イ
や
舞
を
鉛
筆
書
き
し
た
頭
付
で
あ
る
が
、
表
紙
に
「
昭
和
拾
六
年
新
作　

十
一
月

十
一
日
相
勤
ム　

華
族
会
館
於
テ
」
と
い
う
島
田
の
書
き
入
れ
が
み
え
る
。〈
忠
霊
〉
は
昭
和
十
六
年（
一
九
四
一
）十
一
月
十
一
日
に
華

族
会
館
恩
賜
能
舞
台
に
お
い
て
大
日
本
忠
霊
顕
彰
会
主
催
に
よ
り
初
演
さ
れ
た
。
同
日
三
回
に
わ
た
る
公
演
の
う
ち
第
一
回
の
公
演
で
島

田
は
笛
を
吹
い
て
い
る
が
、
こ
の
資
料
は
そ
の
際
に
用
い
ら
れ
た
頭
付
で
あ
ろ
うxx
。
こ
の
ほ
か
、
島
田
巳
久
馬
旧
蔵
資
料
に
は
「〈
義

経
〉
頭
付
」（【
目
録
番
号 

Ａ
1
─
11
】）や
「〈
皇
軍
艦
〉
頭
付
」（【
目
録
番
号
Ａ
1
─
12
】）、「〈
時
宗
〉
頭
付
」（【
目
録
番
号 

Ａ
1
─

13
】）等
の
新
作
能
の
頭
付
が
あ
る
。

五
、
一
噌
流
宗
家
代
理
と
し
て　

終
戦
後
、
島
田
に
転
機
が
訪
れ
る
。
一
噌
流
で
は
十
三
世
一
噌
鍈
二
が
戦
死
し
た
こ
と
を
受
け
、
昭
和
二
十
三
年（
一
九
四
八
）七
月
、

鍈
二
の
遺
族
と
流
儀
の
重
鎮
が
集
ま
り
、
今
後
の
方
針
を
決
定
す
る
重
要
な
会
議
が
開
か
れ
た
。
島
田
巳
久
馬
旧
蔵
資
料
に
は
こ
の
と
き

の
会
議
の
内
容
を
記
し
た
下
書
き
と
控
え
が
存
在
す
る（「
昭
和
二
十
三
年 
一
噌
流
会
議
控
」【
目
録
番
号 

Ｅ
1
】）。
鍈
二
の
遺
書
に
よ

り
一
噌
庸
二
氏
が
い
ず
れ
十
四
世
宗
家
と
な
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
が
、
未
だ
幼
少
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
当
面
の
あ
い
だ
は
島
田
が
一
噌

流
宗
家
代
理
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
たxxi
。
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宗
家
代
理
と
し
て
の
島
田
が
笛
方
の
心
得
を
記
し
て
い
る
の
で
紹
介
し
た
い（「
一
噌
流
家
元
代
理
心
得
」【
目
録
番
号 

Ｅ
2
】）。
こ
の

文
書
は
「
昭
和
二
十
七
年
度
文
部
省
芸
術
祭
参
加
公
演　

先
代
喜
之
十
三
回
忌
追
善
能
番
組
」
の
用
紙
の
裏
に
「
能
楽
笛
方
一
噌
流
家
元

代
理
」
と
い
う
題
目
で
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
奥
書
は
な
い
も
の
の
、
同
番
組
の
演
じ
ら
れ
た
昭
和
二
十
七
年（
一
九
五
二
）十
一
月

十
五
日
か
ら
そ
う
遠
く
な
い
時
期
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
うxxii
。xxii
こ
れ
を
み
る
と
島
田
が
目
指
し
て
い
た
笛
が
具
体
的
に
知
ら
れ
る
の

で
、
少
し
長
い
が
引
用
し
た
い
。

　

�

能
楽
笛
方
一
噌
流
家
元
代
理
／
一
、
先
ヅ
笛
方
は
鏡
ノ
間
に
て
仕
手
ノ
面
ヲ
見　

自
分
覚
悟
の
／
位
イ
ト
相
違
ア
ラ
ン
カ
ヲ
、
ケ
ン

ト
ウ
ス
ベ
シ
。
／
一
、
笛
方
は
桂
ヲ
持
っ
て
居
ル
。
／
一
、
笛
方
は
能
一
番
ノ
位
イ
ヲ
保
チ
最
モ
キ
ン
チ
ウ
シ
テ
／
全
曲
終
ル
マ
デ

油
断
ス
ベ
カ
ラ
ズ
。
／
一
、
右
ニ
付
笛
方
ハ
ア
イ
ラ
イ（
※
マ
マ
）笛
最
モ
大
切
シ
テ
及
ビ
／
地
方
ニ
受
渡
シ
ノ
間
モ
細
密
に
研
究
す

べ
し
。
／
一
、
舞
ハ
最
モ
大
切
ナ
レ
ド
モ
シ
テ
の
動
作
ニ
付
キ
テ
／
地
方
と
同
シ
役
目
ト
心
得
べ
し
。
気
品
ク
ワ
ン
キ
ュ
勿
論
。
／

一
、
笛
の
ア
イ
シ
ラ
イ
は
シ
テ
ノ
喜
怒
哀
楽
ニ
順
応
／
ス
ル
ハ
勿
論
ナ
レ
ド
モ
地
方
の
発
音
に
引
渡
シ
／
肝
要
ナ
リ
。
決
し
て
発
音

迄
ノ
コ
ス
ベ
カ
ラ
ズ
。
／
但
シ
地
方
ダ
レ
テ
活
気
ナ
キ
ト
キ
ハ
笛
ニ
テ
／
引
立
ツ
コ
ト
油
断
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
即
ち
全
曲
ノ
／
位
ひ
ヲ

ア
ズ
カ
ル
故
ナ
リ
。
／
尤
も
全
曲
の
位
取
り
は
シ
テ
ニ
有
。
笛
方
は
／
是
ヲ
補
佐
す
る
所
以
ナ
リ
。
／
随
ツ
テ
謡
ノ
間
取
リ
ニ
最
も

注
意
し
／
シ
テ
、
ツ
レ
、
ワ
キ
、
地
方
ニ
受
渡
肝
要
ナ
リ
。
／
追
言
。
明
治
維
新
後
能
楽
衰
ビ
ノ
ト
キ
右
様
ナ
ル
心
得
／
地
に
送
り
、

笛
大
小
太
コ
唯
形
丈
存
ス
ル
程
度
／
ノ
時
期
ニ
ハ
総
テ
チ
グ
ハ
グ
ノ
当
座
余
興
／
程
度
ナ
リ
シ
ヲ
其
子
孫
に
至
リ
テ
祖
父
親
／
父
ノ

業
ヲ
本
道
ノ
能
楽
ト
心
得
当
時
其
ま
ゝ
／
修
得
し
来
れ
る
者
笛
方
ニ
於
テ
最
も
ハ
ナ
ハ
／
ダ
シ
尤
モ
活
計
立
チ
難
キ
当
時
ニ
於
テ
ハ

／
致
し
方
ナ
カ
リ
シ
ナ
リ
。
現
今
に
於
テ
ハ
世
界
ノ
／
能
楽
ニ
進
マ
ン
ガ
為
笛
方
ハ
先
ヅ
謡
ヒ
次
に
／
大
小
太
コ
ヲ
修
得
し
是
レ
に

笛
同
調
ヲ
研
究
シ
テ
／
始
メ
テ
笛
方
ト
ナ
ル
ベ
シ
。
／
尚
笛
大
小
太
コ
半
役
ナ
リ
。
／
島
田
／（
一
噌
流
代
理
）�

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
島
田
は
能
の
笛
に
お
い
て
謡
の
ア
シ
ラ
イ
と
舞
事
が
も
っ
と
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
た
。
謡
の
ア
シ
ラ
イ
は
シ
テ
の
喜
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怒
哀
楽
の
表
現
に
応
じ
て
吹
き
、
地
謡
の
発
声
に
配
慮
し
つ
つ
、
謡
の
間
合
い
を
尊
重
し
な
が
ら
吹
く
こ
と
が
肝
要
だ
と
し
て
い
る
。
舞

事
で
は
シ
テ
を
引
き
立
て
る
こ
と
を
心
掛
け
、
気
品
と
緩
急
の
あ
る
演
奏
を
理
想
と
し
て
い
た
。
さ
ら
に
傍
線
部
に
み
え
る
よ
う
に
、
島

田
は
能
楽
を
世
界
に
通
用
す
る
も
の
に
成
そ
う
と
し
て
い
た
が
、
ま
ず
は
謡
と
大
小
太
鼓
を
し
っ
か
り
学
び
、
謡
や
他
の
囃
子
と
一
体
化

し
た
舞
台
を
創
る
こ
と
が
笛
方
と
し
て
大
事
で
あ
る
と
も
考
え
て
い
た
。

こ
う
し
た
協
調
性
を
重
視
す
る
島
田
の
姿
勢
は
、
能
だ
け
で
な
く
実
生
活
に
も
通
じ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う
の
も
、
島
田

巳
久
馬
旧
蔵
資
料
の
『
青
色
布
表
紙 

習
事
扣
帳
』（【
目
録
番
号 

Ａ
2
─
5
】）の
末
尾
に
島
田
の
直
筆
で
「
座
右
の
銘
」
と
題
し
て
「
憎

む
と
も
憎
み
返
す
な
如
時
迄
も
憎
み
憎
ま
れ
果
て
し
な
け
れ
ば
」「
面
白
き
事
も
な
き
世
を
面
白
く
住
み
な
す
も
の
は
心
な
り
け
り
」
な

ど
と
み
え
る
こ
と
か
ら
、
島
田
が
他
人
と
の
争
い
を
避
け
、
平
和
な
人
間
関
係
を
望
ん
で
い
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ほ
か

に
「
天
下
の
大
将
ハ
御
口
無
調
法
も
一
ツ
の
芸
」「
他
人
に
奥
行
を
見
積
ら
れ
ぬ
が
何
よ
り
の
徳
」
な
ど
と
も
書
き
記
し
て
お
り
、
本
音

を
あ
ま
り
語
ら
な
い
性
格
だ
っ
た
こ
と
も
窺
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
考
え
る
に
、
あ
く
ま
で
も
想
像
の
域
を
出
な
い
が
、
若
い
頃

に
苦
境
に
立
た
さ
れ
た
経
験
が
能
界
で
の
立
ち
振
る
舞
い
や
舞
台
観
に
影
響
を
与
え
た
面
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
い
ま
と
な
っ
て
は
確

か
め
る
術
も
な
い
が
、
他
者
と
の
調
和
と
い
う
の
が
島
田
の
理
想
と
す
る
能
、
ひ
い
て
は
人
生
観
で
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ

る
。さ

て
、
後
年
の
島
田
は
大
曲
の
演
じ
ら
れ
る
折
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
た
。
昭
和
二
十
一
年（
一
九
四
六
）に
は
島

田
と
し
て
は
珍
し
く
関
西
に
出
向
き
、「
断
絃
会
」
に
お
い
て
〈
翁
〉（
シ
テ
金
剛
巌
、
開
口
福
王
茂
十
郎
、
笛
島
田
巳
久
馬
、
小
鼓
幸
祥

光
、
大
鼓
亀
井
俊
雄
、
太
鼓
金
春
惣
右
右
衛
門
）、〈
高
砂
・
真
ノ
型
・
流
八
ツ
頭
・
七
五
三
出
端
〉（
シ
テ
同
上
）、〈
田
村
〉（
シ
テ
梅
若

実
）、〈
関
寺
小
町
〉（
シ
テ
金
春
光
太
郎
）、〈
蝉
丸
〉（
シ
テ
宝
生
九
郎
、
ワ
キ
野
口
兼
資
）、〈
鷺
〉（
シ
テ
喜
多
六
平
太 

※
実
代
役
）、

〈
石
橋
〉（
シ
テ
桜
間
弓
川
）の
笛
を
三
時
間
連
続
で
吹
き
通
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
も
能
界
の
記
念
す
べ
き
特
別
な
催
し
に
頻
繁
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に
出
演
し
て
い
る
の
で
、「
能
楽
タ
イ
ム
ズ
上
演
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
や
「
現
代
能
狂
言
上
演
記
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
等
で
公
開
さ
れ
て
い

る
能
番
組
も
参
照
し
て
、
以
下
に
主
だ
っ
た
も
の
を
列
挙
し
て
み
た
い
。

昭
和
二
十
五
年（
一
九
五
〇
）

・�〈
井
筒
〉
シ
テ
観
世
華
雪
、
ワ
キ
野
島
信
、
笛
島
田
巳
久
馬
、
小
鼓
幸
祥
光
、
大
鼓
吉
見
嘉
樹
、
昭
和
二
十
五
年
十
一
月
一
日
、
昭

和
二
十
五
年
度
文
部
省
芸
術
祭
参
加
公
演
、
於
水
道
橋
能
楽
堂

昭
和
二
十
七
年（
一
九
五
二
）

・�〈
野
宮
・
合
掌
留
〉
シ
テ
観
世
華
雪
、
ワ
キ
宝
生
弥
一
、
笛
島
田
巳
久
馬
、
小
鼓
幸
祥
光
、
大
鼓
川
崎
九
淵
、
昭
和
二
十
七
年
九
月

二
十
一
日
、
観
世
華
雪
芸
術
院
就
任
披
露
別
会
能
、
於
水
道
橋
能
楽
堂

・�〈
安
宅
・
延
年
之
舞
・
勧
進
帳
・
貝
立
〉
シ
テ
観
世
喜
之
、
ワ
キ
松
本
謙
三
、
ア
イ
三
宅
藤
九
郎
・
野
村
又
三
郎
、
笛
島
田
巳
久
馬
、

小
鼓
幸
祥
光
、
大
鼓
吉
見
嘉
樹
、
昭
和
二
十
七
年
九
月
十
八
日
、
矢
来
能
楽
堂
舞
台
披
記
念
日
加
寿
能（
第
二
日
）、
於
矢
来
能
楽
堂

・�〈
高
砂
〉
シ
テ
観
世
華
雪
、
笛
島
田
巳
久
馬
、
小
鼓
北
村
一
郎
、
大
鼓
安
福
春
雄
、
太
鼓
金
春
惣
一
、
昭
和
二
十
七
年
九
月
二
十
日
、

観
世
華
雪
芸
術
院
会
員
就
任 

櫻
間
弓
川
文
部
大
臣
賞
受
賞
祝
賀
能（
第
二
日
）、
於
水
道
橋
能
楽
堂

・�〈
熊
野
・
読
次
・
村
雨
留
〉
シ
テ
梅
若
猶
義
、
ワ
キ
野
島
信
、
笛
島
田
巳
久
馬
、
小
鼓
幸
祥
光
、
大
鼓
亀
井
俊
雄
、
昭
和
二
十
七
年

九
月
二
十
八
日
、
梅
猶
会
二
十
周
年
記
念
雪
月
花
三
番
能
、
於
水
道
橋
能
楽
堂

・�〈
卒
塔
婆
小
町
・
一
度
之
次
第
〉
シ
テ
観
世
喜
之
、
ワ
キ
宝
生
弥
一
、
笛
島
田
巳
久
馬
、
小
鼓
大
倉
六
蔵
、
大
鼓
亀
井
俊
雄
、
昭
和

二
十
七
年
十
一
月
十
五
日
、
昭
和
二
十
七
年
度
文
部
省
芸
術
祭
参
加
公
演　

先
代
観
世
喜
之
十
三
回
忌
追
善
能
、
於
矢
来
能
楽
堂

昭
和
二
十
八
年（
一
九
五
三
）

・�〈
翁
〉
シ
テ
嶋
沢
啓
次
、
笛
島
田
巳
久
馬
、
小
鼓
宮
増
豊
好
・
宮
増
純
三
・
敷
村
鉄
雄
、
昭
和
二
十
八
年
四
月
二
十
九
日
、
幸
祥
光
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遠
藤
福
次
郎
還
暦
祝
賀
能
、
於
水
道
橋
能
楽
堂

・�〈
老
松
〉
シ
テ
橋
岡
久
太
郎
、
ワ
キ
松
本
謙
三
、
笛
島
田
巳
久
馬
、
小
鼓
北
村
一
郎
、
大
鼓
川
崎
九
淵
、
太
鼓
金
春
惣
一
、
昭
和

二
十
八
年
五
月
十
五
日
、
橋
岡
久
太
郎
翁
古
稀
祝
賀
能
、
於
水
道
橋
能
楽
堂

・�〈
熊
野
・
三
段
之
舞
〉
シ
テ
桜
間
弓
川
、
ワ
キ
宝
生
弥
一
、
笛
島
田
巳
久
馬
、
小
鼓
鵜
沢
寿
、
大
鼓
亀
井
俊
雄
、
昭
和
二
十
八
年

十
一
月
六
日
、
昭
和
二
十
八
年
度
文
部
省
芸
術
祭
参
加
公
演
、
於
水
道
橋
能
楽
堂

昭
和
二
十
九
年（
一
九
五
四
）

・�〈
鸚
鵡
小
町
〉
シ
テ
宝
生
九
郎
、
ワ
キ
松
本
謙
三
、
笛
島
田
巳
久
馬
、
小
鼓
幸
祥
光
、
大
鼓
川
崎
九
淵
、
昭
和
二
十
九
年
二
月

二
十
八
日
、
川
崎
九
淵
師
芸
術
院
会
員
就
任
祝
賀
能
会
、
於
水
道
橋
能
楽
堂

以
上
の
よ
う
に
、
島
田
は
数
々
の
大
き
な
催
し
で
大
役
を
果
た
し
て
い
る
。
各
流
儀
を
代
表
す
る
能
楽
師
と
の
共
演
も
目
立
ち
、
一
噌
流

宗
家
代
理
と
し
て
の
活
躍
ぶ
り
が
窺
え
よ
う
。

最
後
に
、
島
田
が
復
曲
能
や
新
作
能
に
も
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
て
お
く
。
昭
和
二
十
六
年（
一
九
五
一
）十
二
月
二
十
三
日
、
観

世
華
雪
が
「
求
塚
再
興
発
表
会
」
に
お
い
て
〈
求
塚
〉
を
復
曲
上
演
し
た
が
、
そ
の
笛
を
島
田
が
勤
め
た
こ
と
が
「
昭
和
二
十
六
年
〈
求

塚
〉
試
演
関
係
書
類 

一
式
」（【
目
録
番
号 

Ａ
3
─
1
】）に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
資
料
に
含
ま
れ
る
観
世
元
正
よ
り
の
出
演
依
頼
状
と

島
田
か
ら
の
返
事
に
対
す
る
礼
状
よ
り
、
島
田
は
元
正
か
ら
直
接
依
頼
を
受
け
て
い
た
こ
と
も
判
る
。
さ
ら
に
昭
和
二
十
七
年

（
一
九
五
二
）十
二
月
七
日
に
は
、
喜
多
実
と
土
岐
善
麿
が
宝
生
流
か
ら
贈
ら
れ
た
〈
綾
鼓
〉
を
大
幅
に
改
訂
し
て
喜
多
流
〈
綾
鼓
〉
を
上

演
し
た
が
、
そ
の
際
の
「
立
太
子
奉
祝
「
綾
鼓
」
復
曲
記
念
能xxiii
」xxiii
に
お
い
て
も
笛
を
勤
め
た
こ
と
が
「
昭
和
二
十
七
年
〈
綾
鼓
〉
番
組
・

頭
付 

一
式
」（【
目
録
番
号 

Ａ
3
─
2
】）よ
り
判
る
。
ど
ち
ら
も
能
の
歴
史
に
刻
ま
れ
る
復
曲
・
新
作
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
重
要
な
舞

台
を
任
さ
れ
て
い
た
様
子
か
ら
は
島
田
が
当
代
を
代
表
す
る
笛
方
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
充
分
に
窺
え
る
の
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

昭
和
二
十
九
年（
一
九
五
四
）四
月
、
島
田
は
六
十
五
歳
で
没
し
た
。
沼
艸
雨
に
よ
る
追
悼
文
が
『
演
劇
評
論
』
二
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

次
の
よ
う
に
あ
る
。

　

�

荒
い
笛
は
他
に
も
あ
り
、
弱
い
笛
も
他
に
あ
る
、
又
艶
の
あ
る
の
も
他
に
聞
け
る
、
が
強
く
美
し
い
笛
は
島
田
氏
に
並
ぶ
も
の
が
な

か
っ
たxxiv

。xxiv

島
田
の
笛
が
美
し
さ
と
強
さ
を
兼
ね
備
え
て
い
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
亡
く
な
る
前
年
度
の
昭
和
二
十
八
年

（
一
九
五
三
）度
に
文
化
財
保
護
委
員
会
が
川
崎
九
淵
、
幸
祥
光
の
記
録
音
源（
Ｓ
Ｐ
）を
作
成
し
て
い
る
が
、
島
田
も
寺
井
政
数
、
藤
田
大

五
郎
ら
と
と
も
に
笛
方
と
し
て
参
加
し
、〈
船
弁
慶
〉、〈
春
栄
〉、〈
是
界
〉、〔
鷺
乱
〕、〔
盤
渉
楽
〕
等
の
演
奏
を
残
し
て
い
た
。
今
回
こ

の
報
告
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
改
め
て
聴
く
機
会
を
得
た
が
、
艷
や
か
で
澄
ん
だ
音
色
と
飄
々
と
し
た
趣
き
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
呂
中

干
形
式
の
舞
事
の
干
を
今
よ
り
高
い
調
子
で
吹
い
た
り
、
今
と
異
な
る
拍
子
当
た
り
で
〔
早
笛
〕
を
奏
し
た
り
す
る
な
ど
、
現
在
の
一
噌

流
と
は
異
な
る
奏
法
も
窺
わ
れ
た
。
今
後
は
こ
う
し
た
音
源
資
料
も
詳
細
に
分
析
し
つ
つ
、
島
田
巳
久
馬
旧
蔵
資
料
の
記
述
と
照
ら
し
合

わ
せ
な
が
ら
、
当
時
の
演
奏
の
具
体
相
を
み
て
い
く
こ
と
も
課
題
で
あ
る
。

※�

本
論
文
は
、
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
「
能
楽
の
国
際
・
学
際
的
研
究
拠
点
」
に
お
け
る
平
成
三
十
一
～
令
和
二
年
度
公
募
型
共
同
研

究
「
能
楽
研
究
所
蔵
及
び
国
立
能
楽
堂
蔵
一
噌
流
伝
書
の
調
査
研
究
─
演
奏
技
法
及
び
江
戸
期
地
方
伝
承
の
解
明
に
む
け
て
─
」
お

よ
び
令
和
三
～
四
年
度
公
募
型
共
同
研
究
「
一
噌
流
の
伝
承
研
究
─
島
田
巳
久
馬
旧
蔵
資
料
と
国
立
能
楽
堂
蔵
一
噌
八
右
衛
門
家
資
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料
の
調
査
─
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る（
代
表
者
：
筆
者
、
分
担
者
：
高
桑
い
づ
み
氏
、
宮
本
圭
造
氏
、
山
中
玲
子
氏
、
協
力
者
：

中
司
由
起
子
氏
、
深
澤
希
望
氏
）。
筆
者
と
高
桑
氏
が
作
成
し
た
「
島
田
巳
久
馬
旧
蔵
資
料
目
録
」
の
成
果
を
受
け
て
ま
と
め
ら
れ

た
。
同
共
同
研
究
の
メ
ン
バ
ー
に
は
調
査
段
階
よ
り
ご
助
言
を
賜
り
、
資
料
の
翻
刻
に
お
い
て
も
ご
教
示
を
頂
戴
し
た
。

注i　

島
田
巳
久
馬
旧
蔵
資
料
目
録
は
、
平
成
三
十
一
～
令
和
二
年
度
公
募
型
共
同
研
究
「
能
楽
研
究
所
蔵
及
び
国
立
能
楽
堂
蔵
一
噌
流
伝
書
の
調
査

研
究
─
演
奏
技
法
及
び
江
戸
期
地
方
伝
承
の
解
明
に
む
け
て
─
」
お
よ
び
令
和
三
～
四
年
度
公
募
型
共
同
研
究
「
一
噌
流
の
伝
承
研
究
─
島
田
巳

久
馬
旧
蔵
資
料
と
国
立
能
楽
堂
蔵
一
噌
八
右
衛
門
家
資
料
の
調
査
─
」
に
基
づ
い
て
、
筆
者
と
高
桑
い
づ
み
氏
が
作
成
し
た
。
同
目
録
は
法
政
大

学
能
楽
研
究
所
「
能
楽
の
国
際
・
学
際
的
研
究
拠
点
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://kyoten-nohken.w

s.hosei.ac.jp/uncategorized/2021/�

4037/

）に
お
い
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。

ii　
「
能
楽
タ
イ
ム
ズ
上
演
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
は
「
早
稲
田
大
学
文
化
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
上
演
情
報
は
月
刊
誌
『
能
楽

タ
イ
ム
ズ
』（
能
楽
書
林
、
昭
和
二
十
七
年
～
）掲
載
の
公
演
案
内
「
今
月
の
能
」
に
基
づ
く
と
あ
る
。https://archive.w

aseda.jp/archive/

subD
B-top.htm

l?arg={"item
_per_page":20,"sortby":["","A

SC"],"view
":"display-sim

ple","subD
B_id":"70"}&

lang=jp

（
最
終
閲
覧
日
令

和
四
年
八
月
二
十
三
日
）

iii　
「
現
代
能
狂
言
上
演
記
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
は
「
早
稲
田
大
学
文
化
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
上
演
情
報
は
坪
内
博
士
記

念
演
劇
博
物
館
が
収
集
し
た
能
・
狂
言
の
上
演
資
料
に
基
づ
く
と
あ
る
。https://archive.w

aseda.jp/archive/subD
B-top.htm

l?arg=�

{"item
_per_page":20,"sortby":["","A

SC"],"view
":"display-sim

ple","subD
B_id":"32"}&

lang=jp

（
最
終
閲
覧
日
令
和
四
年
八
月
二
十
三
日
）

iv　

島
田
巳
久
馬
「
蒔
絵
を
棄
て
ゝ
」『
能
楽
画
報
』
大
正
八
年
九
月
号
、
能
楽
書
院
。

v　

以
下
、
番
組
の
詳
細
は
確
認
で
き
た
範
囲
に
と
ど
ま
る
。
底
本
の
記
載
を
基
本
と
す
る
が
、
明
ら
か
な
誤
り
は
訂
正
し
た
。
人
名
に
「
師
」
が
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付
さ
れ
て
い
る
場
合
、「
師
」
を
略
し
た
。
個
人
蔵
の
舞
台
名
に
「
氏
」
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
も
「
氏
」
を
略
し
た
。
な
お
、
本
論
文
を
通
じ

て
能
の
演
目
名
に
は
〈　

〉、
囃
子
事
名
に
は
〔　

〕
を
付
し
た
。

vi�　
島
田
巳
久
馬
旧
蔵
資
料
の
小
鼓
手
付
の
一
部
に
は
「
諸
藤
巳
久
馬
」
の
署
名
も
み
え
る
。「
諸
藤
」
は
島
田
の
別
姓
と
思
わ
れ
る
が
、
由
来
は

不
明
で
あ
る
。

vii　

島
田
巳
久
馬
「
蒔
絵
を
棄
て
ゝ
」『
能
楽
画
報
』
大
正
八
年
九
月
号
、
能
楽
書
院
。

viii　

幸
清
次
郎
「
邪
論
を
排
す
」『
能
楽
画
報
』
明
治
四
十
四
年
三
月
号
、
能
楽
書
院
。

ix　

坂
元
雪
鳥 

「
喜
之
陣
頭
に
立
つ
─
九
皐
会
の
袴
能
─
」（
明
治
四
十
四
年
五
月
）、『
坂
本
雪
鳥
能
評
全
集
』
上
巻
所
収
、
昭
和
四
十
七
年
、
豊

島
書
房
。

x　
「
観
世
九
皐
会
の
歩
み
」『
矢
来
能
楽
堂
再
建
五
十
周
年
記
念
・
観
世
九
皐
会
の
歩
み
』、「
観
世
九
皐
会
の
歩
み
」
編
集
委
員
会
編
、
北
泉
社
、

平
成
十
四
年
。
一
〇
三
頁
。

xi　

坂
本
雪
鳥
「
弱
者
に
同
情
の
余
り
─
九
皐
会
催
能
─
」（
明
治
四
十
四
年
六
月
）、『
坂
本
雪
鳥
能
評
全
集
』
上
巻
所
収
、
昭
和
四
十
七
年
、
豊

島
書
房
。

xii　

坂
本
雪
鳥
「
幸
清
翁
の
気
焔
─
九
皐
会
袴
能
─
」（
明
治
四
十
四
年
七
月
）、『
坂
本
雪
鳥
能
評
全
集
』
上
巻
所
収
、
昭
和
四
十
七
年
、
豊
島
書

房
。

xiii　

破
門
中
の
島
田
が
出
勤
し
た
九
皐
会
以
外
の
舞
台
と
し
て
、
調
査
の
範
囲
で
は
「
鷺
畔
翁
亡
母
追
善
能
」（
大
正
三
年
四
月
）と
幸
清
会（
大
正

三
年
四
月
、
大
正
四
年
四
月
、
同
年
六
月
）を
確
認
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
前
者
は
鷺
畔
翁
、
後
者
は
幸
清
次
郎
が
主
催
し
て
い
る
の
で
、
ど
ち

ら
も
九
皐
会
周
辺
の
催
し
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

xiv　

坂
元
雪
鳥
「
芸
は
正
確
だ
け
で
よ
い
か
─
九
皐
会
発
会
」（
大
正
三
年
一
月
）、『
坂
元
雪
鳥
能
評
全
集
』
上
巻
所
収
、
昭
和
四
十
七
年
、
豊
島

書
房
。

xv　
「
幸
清
次
郎
翁
の
和
解
」『
国
民
新
聞
』
大
正
四
年
八
月
七
日
、
国
民
新
聞
社
。（
参
照
は
『
能
楽
』
大
正
四
年
九
月
号
、
百
十
一
頁
）
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xvi　

坂
元
雪
鳥
「
能
楽
界
時
事
」『
能
楽
』
大
正
四
年
十
二
月
号
、
能
楽
館
。

xvii　

再
入
門
後
も
大
正
六
年
か
ら
昭
和
三
年
ま
で
に
次
の
⑦
～
⑫
の
六
通
の
相
伝
免
状
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。
皆
伝
は
昭
和
三
年
発
行
の
⑫
で
あ
る
。

免
状
の
内
容
は
以
下
の
通
り
。
⑦
一 

獅
子
／
右
今
般
伝
授
相
済
候
事
／
如
仍
件
／
大
正
六
年
三
月
／
十
一
世
一
噌
又
六
郎
／
島
田
巳
久
馬
殿
、

⑧
一 
道
成
寺
／
右
相
伝
致
候
／
大
正
八
年
十
月
／
一
噌
又
六
郎
／
島
田
三
熊
殿
、
⑨
一 

安
宅
／
延
年
舞
／
右
相
伝
致
候
／
大
正
十
三
年
十
二
月

／
一
噌
又
六
郎
／
島
田
三
熊
殿
、
⑩
一 

宝
生
流
／
安
宅
／
延
年
舞
／
右
相
伝
相
済
候
／
大
正
十
四
年
十
二
月
／
一
噌
又
六
郎
／
島
田
巳
久
馬
殿
、

⑪
一 

鷺
／
右
御
相
伝
申
上
候
／
昭
和
二
年
九
月
／
一
噌
又
六
郎
／
島
田
巳
久
馬
殿
、
⑫
一 

皆
伝
／
右
相
伝
相
済
候
／
昭
和
三
年
十
二
月
／
一
噌

又
六
郎
／
島
田
巳
久
馬
殿

xviii　
〈
俊
寛
〉
シ
テ
観
世
喜
之
、
ワ
キ
西
村
龍
六
、
笛
島
田
巳
熊
、
小
鼓
福
井
初
太
郎
、
大
鼓
永
田
寅
之
助
。〈
小
袖
曽
我
〉
シ
テ
谷
村
直
次
郎
、
ツ

レ
大
槻
十
三
、
笛
島
田
巳
熊
、
小
鼓
幸
円
次
郎
、
大
鼓
吉
田
秀
夫
。〈
柏
崎
〉
シ
テ
橋
岡
久
太
郎
、
笛
島
田
巳
熊
、
小
鼓
青
木
恒
治
、
大
鼓
永
田

寅
之
助
。〈
乱
〉
シ
テ
橋
岡
久
太
郎
、
ツ
レ
谷
村
直
次
郎
、
ワ
キ
栗
崎
清
之
、
笛
島
田
巳
熊
、
小
鼓
瀧
村
立
太
郎
、
大
鼓
古
田
秀
夫
、
太
鼓
鬼
頭

為
太
郎
。

xix　
〈
海
人
〉
シ
テ
喜
多
六
平
太
、
ワ
キ
三
好
二
郎
、
笛
島
田
三
熊
、
小
鼓
福
井
初
太
郎
、
大
鼓
大
倉
宣
利
、
太
鼓
松
村
隆
司
、
於
九
段
能
楽
堂
。

xx　

法
政
大
学
鴻
山
文
庫
蔵
「
新
曲
忠
霊
発
表
能
組
」
に
よ
る
。
島
田
は
第
一
回
の
公
演
に
出
演
し
て
い
る
。
第
一
回
の
出
演
者
は
次
の
通
り
。
シ

テ
橋
岡
久
太
郎
、
ツ
レ
武
田
太
加
志
、
ワ
キ
豊
島
要
之
助
、
ワ
キ
ツ
レ
永
井
重
安
・
稲
葉
直
巳
、
ア
イ
山
本
東
次
郎
、
笛
島
田
巳
久
馬
、
小
鼓
宮

増
豊
好
、
大
鼓
安
福
春
雄
、
太
鼓
宇
野
親
一
。
な
お
、
第
二
回
の
シ
テ
は
梅
若
万
三
郎
、
笛
は
寺
井
政
数
、
第
三
回
の
シ
テ
は
観
世
銕
之
丞
、
笛

は
一
噌
鍈
二
で
あ
る
。
閲
覧
は
「
野
上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
能
楽
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ヴ
」
に
よ
る
。https://nohken.w

s.

hoseiac.jp/nohken_m
aterial/htm

ls/index/pages/y20/K
Z53-101.htm

l（
最
終
閲
覧
日
令
和
四
年
八
月
二
十
五
日
。）

xxi　

島
田
は
昭
和
二
十
九
年（
一
九
五
四
）に
没
す
る
ま
で
宗
家
代
理
を
務
め
た
。
島
田
没
後
は
一
噌
正
之
助
が
宗
家
代
理
を
引
き
継
い
だ
。

xxii　
「
一
噌
流
家
元
代
理
」
は
番
組
表
の
裏
に
鉛
筆
書
き
さ
れ
て
お
り
、
下
書
き
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

xxiii　
〈
綾
鼓
〉
シ
テ
喜
多
実
・
友
枝
喜
久
夫
、
ワ
キ
松
本
謙
三
、
ア
イ
山
本
則
寿
、
笛
島
田
巳
久
馬
、
小
鼓
北
村
一
郎
、
大
鼓
安
福
春
雄
、
太
鼓
柿
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本
豊
次
、
昭
和
二
十
七
年
十
二
月
七
日
、
立
太
子
奉
祝
「
綾
鼓
」
復
曲
記
念
能
、
於
水
道
橋
能
楽
堂
。

xxiv　

沼
艸
雨
「
龍
吟
今
や
な
し
」『
演
劇
評
論
』
二
、
昭
和
二
十
九
年
五
月
号
、
演
劇
評
論
社
。


